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１．経営成績・財政状態に関する分析 

（１）経営成績に関する分析 

(当期の経営成績) 

当期の当社グループを取り巻く経営環境は、米国の金融緩和縮小や欧州の財政問題への対応の影響、インド

やインドネシアなど新興国経済の先行きに不透明感があるものの、海外経済は先進国を中心に回復の動きをみ

せています。国内においても景気の回復基調は続いていますが、一方で消費税率引上げに伴う駆込み需要の反

動減が懸念される状況にあります。 

このような状況下、当期の連結売上高は国内やアジア、欧州で増加し2兆9,383億円と前期に比べ3,600億円

（14.0％）増加しました。国内売上高はＯＥＭ売上の減少を自社ブランドの売上でカバーし、1兆1,327億円と

前期に比べ918億円（8.8％）増加、海外売上高は1兆8,056億円と前期に比べ2,682億円（17.4％）増加しまし

た。 

連結利益の面では、営業利益は為替影響による日本の輸出損益改善やアジアにおける収益拡大等により

1,877億円と前期に比べ431億円（29.9％）の増加、経常利益は1,978億円と前期に比べ422億円（27.2％）の増

加、当期純利益は1,075億円と前期に比べ271億円（33.7％）の増加となりました。 

＜セグメント別の業績＞ 

(二輪車) 

二輪車事業の売上高は為替影響や欧州での新型大型二輪車「V-Strom1000ABS」の発売等により2,666億円と

前期に比べ363億円（15.8％）増加しました。営業利益は大型二輪車の収益改善等により前期の営業損失119億

円から営業利益1億円へと、わずかながらも6期振りの黒字となりました。 

(四輪車) 

国内売上高は「スペーシア」の好調な販売に加え、「アルト エコ」の燃費改善、新しいジャンルの新型軽

乗用車「ハスラー」を発売するなど商品力を強化し拡販に努めたことに加え、消費税率の引上げに伴う駆込

み需要の影響もあり前期を上回りました。また、海外売上高は欧州、インド、インドネシアなどでの増加に

より前期を上回りました。この結果、四輪車事業全体の売上高は2兆6,157億円と前期に比べ3,179億円

（13.8％）増加しました。営業利益は為替影響による日本の輸出損益改善やアジアでの収益向上等により

1,793億円と前期に比べ287億円（19.0％）増加しました。 

(特機等) 

特機等事業の売上高は欧州での船外機の売上増加等により560億円と前期に比べ58億円（11.6％）増加しま

した。営業利益は83億円と前期に比べ24億円（41.5％）増加しました。 
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＜所在地別の業績＞ 

(日本) 

売上高は1兆7,017億円とＯＥＭ売上の減少を自社ブランドの売上増でカバーしたことや為替影響等により前

期に比べ1,496億円（9.6％）増加しました。営業利益は為替影響による輸出損益の改善等により1,345億円と

前期に比べ320億円（31.2％）増加しました。 

(欧州) 

売上高はCセグメントクロスオーバー車「SX4 S-CROSS」、新型大型二輪車の発売等により3,765億円と前期

に比べ1,182億円（45.8％）増加しました。営業利益は前期の営業損失11億円から営業利益42億円へと黒字化

しました。 

(アジア) 

売上高はインドネシア、タイでの四輪車の販売増加や為替影響等により1兆1,754億円と前期に比べ1,944億

円（19.8％）増加し、営業利益は594億円と前期に比べ213億円（56.1％）増加しました。 

(その他の地域) 

売上高は米国からの四輪車販売撤退等により1,510億円と前期に比べ181億円（10.7％）減少しました。営

業利益は2億円と前期に比べ29億円（92.1％）減少しました。 

 

・次期の見通し 

次期は国内では消費税率引上げに伴う駆込み需要の反動減の影響、海外ではインド、インドネシア、タイな

どアジアの成長市場での景気動向等を注視しながら、当社グループは一丸となってあらゆる分野での改革に取

り組み、以下の連結業績予想以上を達成すべく事業活動を展開してまいります。 

 

（連結業績予想…第２四半期累計） 

売    上    高   1兆4,000億円 （前年同期比 2.2%増） 

営  業  利  益        910億円 （前年同期比 0.8%増） 

経  常  利  益        930億円 （前年同期比 0.6%増） 

当 期 純 利 益        550億円 （前年同期比 6.5%増） 
 

（連結業績予想…通期） 

売    上    高          3兆円 （前期比 2.1%増） 

営  業  利  益      1,880億円 （前期比 0.1%増） 

経  常  利  益      1,980億円 （前期比 0.1%増） 

当 期 純 利 益      1,150億円 （前期比 7.0%増） 

 
為 替 レ ー ト   １米ドル＝100円、１ユーロ＝135円、１インドルピー＝1.65円 

   100インドネシアルピア＝0.85円、1タイバーツ＝3.10円 

 

※次期の見通しについては、現時点で入手可能な情報及び仮定に基づき算出したもので、リスクや不確実性を含んでお

り、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績は、さまざまな要因の変化により大きく

異なることがありえますことをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼす可能性がある要因には、主要市場にお

ける経済情勢及び需要の動向、為替相場の変動(主に米ドル／円相場、ユーロ／円相場、インドルピー／円相場)など

が含まれます。 
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（２）財政状態に関する分析 

・資産、負債及び純資産の状況 

当期末の財政状態は、総資産は2兆8,741億円（前期末比3,864億円増）、また、負債の部は1兆3,797億円

（前期末比1,906億円増）、純資産の部は1兆4,944億円（前期末比1,958億円増）となりました。 

・キャッシュ・フローの状況 

当期の営業活動によるキャッシュ・フローは3,229億円の増加（前期は1,901億円の資金増加）となり、投

資活動では有形固定資産の取得など2,866億円の資金を使用（前期は2,106億円の資金減少）しました結果、

フリー・キャッシュ・フローは363億円のプラス（前期は205億円の資金減少）となりました。財務活動では

短期借入の実施等により28億円の資金が増加（前期は336億円の資金減少）しました。 

その結果、現金及び現金同等物の当期末残高は7,106億円となり、前期末に比べ495億円増加しました。 

 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社の利益配分につきましては、継続的な安定配当を基本とし、あわせて中･長期的な視点から、業績、配当

性向、企業体質の一層の強化と今後の事業展開に備えるための内部留保の充実などを勘案して決定しておりま

す。 

当社グループの業績は、新興国を中心とした海外生産工場への依存度が高く、為替変動にも左右されやすい

構造にあります。さらに、当社グループは、今後、こうした海外拠点での積極的な設備投資を計画しておりま

す。これからも当社グループが、安定的に成長していくためには、当社の体力をより強化し、不測の事態に備

えることが重要であります。 

当期につきましては、為替影響による日本の輸出損益改善やアジアにおける収益拡大等により連結当期純利

益は過去 高となりました。 

経営環境は引続き厳しい見通しではありますが、当期の期末配当金は、１株につき14円とさせていただきた

いと存じます。なお、中間配当金を含めました年間配当金は24円となり、前期より１株につき6円増配となりま

す。 

次期の配当金につきましては、当期と同額の１株につき24円（うち、中間配当金10円）とさせていただく予

定です。 
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２．経営方針 

（１）会社の経営の基本方針 

当社グループは、「消費者の立場になって価値ある製品を作ろう」を社是の第一に掲げ、創業以来

「価値ある製品」をものづくりの根底においてきました。常に時代の足音に耳を傾け、お客様に喜ば

れる真の価値ある製品づくりに努めてまいります。 

また、「小さなクルマ、大きな未来。」をスローガンに、お客様の求める「小さなクルマづくり」、

「地球環境にやさしい製品づくり｣に邁進するとともに、生産をはじめ組織・設備・部品・環境などあ

らゆる面で「小さく・少なく・軽く・短く・美しく」を徹底し、ムダのない効率的な健全経営に取り

組んでまいります。 

 

（２）目標とする経営指標及び中期的な会社の経営戦略 

中期的な売上目標としては、リーマンショック後の2010年3月期に2兆4,691億円まで減少した連結売

上高を毎年着実に挽回し、2015年3月期での3兆円達成を目標として取り組んでいます。 

また、連結利益につきましては、目標としていた経常利益率6%を全体としては既に達成しています

が、未達成の商品や市場についても、引き続き2015年3月期に向けてさらなる収益性向上に取り組んで

まいります。 

そのために、経営資源の選択と集中により、環境技術、小型車、成長市場など重点分野には引続き

投資を継続し、これらを支える収益基盤の確立と人材の育成を行なってまいります。 

 

（３）会社が対処すべき課題 

当社グループは、厳しい経営環境の中、「知恵を出し、人一倍の努力と行動を積み重ね、全社一丸

となって生き残りをかけ、未来を切り拓こう」を基本方針として、以下の課題に取り組んでまいりま

す。 

・販売網の拡充・強化 

各地域・各製品での競争激化に対しては、国内・海外ともに販売網の拡充・強化と市場に密着

した営業活動を展開してまいります。 

・商品づくり、研究開発力の強化 

環境技術、低燃費化技術、軽量化技術、安全技術、情報通信技術、デザイン力など研究開発力

の強化を図ってまいります。また、エンジン・パワートレイン・プラットフォームの統合化によ

る開発の効率化、コストダウンなど低コストの車づくりを進めてまいります。 

・生産力の強化 

「地産地消」の考えに基づき、引き続き海外生産の強化に努めてまいります。特にアジアでは

自動車需要が増加しており、内作化率の向上、グローバル購買の拡充、現地での生産能力の強化

に努めてまいります。あわせて、ＦＴＡ等地域間経済連携の進展や為替動向に基づき、日本にお

けるものづくりと海外との分担の 適化に取り組んでまいります。 

・二輪車事業の再建 

二輪車事業につきましては、大型二輪車の収益向上により事業全体としては当期にわずかなが

らも黒字となりましたが、アジアを中心とする小型二輪車はいまだ改革の途上にあります。引き

続き企画、技術、営業が一体となり、市場要望にあった商品を一層充実させ、二輪車業界の中で
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存在感ある地位を取り返すべく事業活動を展開してまいります。特に、今後の更なる成長が望め

るアジア地域を中心とした小型二輪車を強化するとともに、中・大型車につきましても、さらに

商品力の強化をはかってまいります。 

・地球環境問題への取組み 

環境問題については、当社グループは国内の軽自動車をはじめ、インドやアジアなどで多くの

燃費の優れた小型車を提供してまいりました。これら小型車の普及こそ環境問題に貢献できるも

のと考えております。「スズキグリーン テクノロジー」による次世代環境技術の推進に加え、

「スズキ環境計画2015」、「スズキ生物多様性ガイドライン」に基づき、地球環境問題に取り組

んでまいります。 

・災害対策 

当社グループは従来より東海・東南海地震を想定した様々な予防策を講じてきましたが、東日

本大震災の発生を受け、津波被害が想定される静岡県磐田市竜洋地区拠点の浜松市北部の都田地

区への移転、相良工場に集中していた軽自動車用エンジン生産の湖西工場への分散、四輪車開発

拠点である相良テストコースのリスク分散も兼ねたインド研究施設の拡充など、海外も含めた生

産・研究拠点の分散を実施しております。引き続き、災害に対する対応力を高めてまいります。 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項） 

① 連結範囲及び持分法の適用に関する事項

(a) 連結子会社数 133社 国内会社……………㈱スズキ自販近畿 

㈱スズキ部品製造 他68社 

在外会社……………スズキ インターナショナル ヨーロッパ社 

マジャール スズキ社 

スズキ インドモービル モーター社 

マルチ スズキ インディア社 

パック スズキ モーター社 他58社 

(b) 非連結子会社数 1社 (うち持分法適用会社 なし)……鈴木自動車工業㈱ 

(c) 関連会社数 37社 (うち持分法適用会社 37社)……重慶長安鈴木汽車有限公司 他36社 

② 連結範囲及び持分法の適用の異動状況

連 結 (除外)    2 社 

なお、上記以外は、 近の有価証券報告書（平成25年６月27日提出）における記載から重要な変更が

ないため、開示を省略しています。 

（会計方針の変更） 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基

準」という。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成

24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。)を、当連結会計年度末より適用し（ただし、退

職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めを除く。)、退職給付

債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債として計上する方法に変更し、未認識数

理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を退職給付に係る負債に計上しています。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っ

ており、当連結会計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付

に係る調整累計額に加減しています。 

この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る資産が15,862百万円、退職給付に係る負

債が36,918百万円計上されるとともに、その他の包括利益累計額が3,867百万円増加し、少数株主持

分が6百万円減少しています。 

なお、１株当たり情報に与える影響は当該箇所に記載しています。 
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（追加情報） 

（法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正） 

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が平成26年３月31日に公布され、

平成26年４月１日以後に開始する連結会計年度から復興特別法人税が課されないことになりました。

これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、平成26年４月１日

に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については従来の37.2％から34.9％になりま

す。 

 この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は6,265百万円

減少し、法人税等調整額が同額増加しています。 
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（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会等の

意思決定機関が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものです。 

当社は、経営組織の形態と製品及びサービスの特性に基づいて、「二輪車」「四輪車」「特機等」の３

つを報告セグメントとしています。 

各セグメントの主要製品及びサービスは以下のとおりです。 

セグメント 主 要 製 品 及 び サ ー ビ ス 

二 輪 車 二輪車、バギー 

四 輪 車 軽自動車、小型自動車、普通自動車 

特 機 等 船外機、雪上車用等エンジン、電動車両、住宅 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

(単位：百万円) 

報告セグメント 
調整額 

(注)2 
合計 

二輪車 四輪車 特機等 計 

売上高 230,290 2,297,814 50,212 2,578,317 － 2,578,317

セグメント利益又は損失(△) 

(注)1 
△11,946 150,613 5,896 144,564 － 144,564

セグメント資産 196,638 1,462,165 43,847 1,702,651 784,983 2,487,635

その他の項目 

減価償却費 5,910 86,866 903 93,680 － 93,680

のれんの償却額 392 1,466 89 1,948 － 1,948

減損損失 27 431 － 458 － 458

持分法適用会社への投資額 12,835 35,215 197 48,248 － 48,248

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
15,683 152,701 903 169,288 － 169,288
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当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日） 

(単位：百万円) 

報告セグメント 
調整額 

(注)2 
合計 

二輪車 四輪車 特機等 計 

売上高 266,602 2,615,664 56,046 2,938,314 － 2,938,314

セグメント利益 (注)1 105 179,296 8,346 187,747 － 187,747

セグメント資産 222,413 1,649,071 42,668 1,914,153 959,921 2,874,074

その他の項目 

減価償却費 7,268 109,024 896 117,188 － 117,188

のれんの償却額 453 1,609 101 2,164 － 2,164

減損損失 128 900 0 1,029 － 1,029

持分法適用会社への投資額 15,335 40,276 87 55,699 － 55,699

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
22,847 189,604 1,167 213,619 － 213,619

(注) 1．セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書における営業利益です。 

2．セグメント資産のうち、「調整額」の項目に含めた全社資産（前連結会計年度784,983百万円、当連結会計

年度959,921百万円）の主なものは、当社での余資運用資金（現金及び預金、有価証券 等）、長期投資資金

（投資有価証券）に係る資産等です。 

３．地域に関する情報 

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

(1) 売上高 

(単位：百万円)

日本 インド その他 合計 

1,040,948 647,390 889,977 2,578,317

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国に分類しています。 

(2) 有形固定資産 

(単位：百万円)

日本 インド その他 合計 

331,332 162,468 114,658 608,460

当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日） 

(1) 売上高 

(単位：百万円)

日本 インド その他 合計 

1,132,732 708,316 1,097,265 2,938,314

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国に分類しています。 

(2) 有形固定資産 

(単位：百万円)

日本 インド その他 合計 

340,946 192,417 161,056 694,420
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（参考資料） 

参考情報として、所在地別の業績を以下のとおり開示します。 

 

【所在地別の業績】 

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

(単位：百万円) 

 日本 欧州 アジア 
その他 
の地域 

計 消去 連結 

売上高   

(1)外部顧客に対する 
売上高 

1,203,474 254,692 951,713 168,437 2,578,317 － 2,578,317

(2)所在地間の内部売上高 

又は振替高 
348,576 3,594 29,298 660 382,129 (382,129) －

計 1,552,050 258,287 981,012 169,097 2,960,447 (382,129) 2,578,317

営業利益又は営業損失(△) 102,516 △1,062 38,071 3,052 142,577 1,986 144,564

 
 

当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日） 

(単位：百万円) 

 日本 欧州 アジア 
その他 
の地域 

計 消去 連結 

売上高   

(1)外部顧客に対する 
売上高 

1,309,383 360,465 1,118,169 150,296 2,938,314 － 2,938,314

(2)所在地間の内部売上高 

又は振替高 
392,284 16,000 57,185 679 466,149 (466,149) －

計 1,701,667 376,466 1,175,355 150,975 3,404,463 (466,149) 2,938,314

営業利益 134,513 4,154 59,419 241 198,329 (10,582) 187,747

 
(注) 1．国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。 

2．日本以外の区分に属する主な国又は地域 

(1)欧    州 …… ハンガリー、英国、ドイツ 

 (2)ア  ジ  ア …… インド、インドネシア、パキスタン 

(3)その他の地域 …… 米国、カナダ、オーストラリア、コロンビア 

3．当社及び連結子会社の所在地を基礎として区分しています。 
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（１株当たり情報） 

 

前 期 
(24.4.1～25.3.31) 

当 期 
(25.4.1～26.3.31) 

１株当たり純資産額 2,044円62銭

１株当たり当期純利益金額 143円31銭

潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額 131円67銭

  

１株当たり純資産額 2,365円03銭

１株当たり当期純利益金額 191円60銭

潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額 191円57銭

 
(注) 算定上の基礎 

１. １株当たり純資産額 

 
前 期 

(25.3.31現在) 
当 期 

(26.3.31現在) 

純資産の部の合計額（百万円） 1,298,553  1,494,357 

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 151,598  167,633 

 (うち新株予約権) （84） （168）

 (うち少数株主持分) （151,513） （167,464）

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 1,146,955  1,326,723 

普通株式の発行済株式数（株） 561,047,304  561,047,304 

普通株式の自己株式数（株） 86,005  71,248 

１株当たり純資産額の算定に用いられた 

期末の普通株式の数（株） 
560,961,299  560,976,056 

 
２. １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 

 
前 期 

(24.4.1～25.3.31)
当 期 

(25.4.1～26.3.31)

１株当たり当期純利益金額  

 当期純利益（百万円） 80,389  107,484 

 普通株主に帰属しない金額（百万円） －  － 

 普通株式に係る当期純利益（百万円） 80,389  107,484 

 普通株式の期中平均株式数（株） 560,963,174  560,970,884 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額  

 当期純利益調整額（百万円） 18  － 

  (うち社債管理手数料 (税額相当額控除後))  （18） （－）

 普通株式増加数（株） 49,711,255  105,672 

  (うち新株予約権付社債) （49,657,307） （－）

  (うち新株予約権) （53,948） （105,672）

 希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株 

当たり当期純利益金額の算定に含めなかった潜在 

株式の概要 
－ － 

(注) 当社の130％コールオプション条項付第４回無担保転換社債型新株予約権付社債は、平成25年３月29日に 
満期償還しています。 

 
３．「会計方針の変更」に記載のとおり、退職給付会計基準等を適用し、退職給付会計基準第37項    

    に定める経過的な取扱いに従っています。 

    この結果、当連結会計年度の１株当たり純資産額が、6円90銭増加しています。 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 



スズキ株式会社 （7269）平成26年３月期 決算短信 

- 21 - 

（連結売上高の内訳） 

（単位：数量 千台、金額 百万円）

      前期 当期 比較増減 

     （24.4.1～25.3.31） （25.4.1～26.3.31）     

     数量 金額 数量 金額 数量 金額 

 国  内 72 22,201 73 24,159 1 1,958

二 
 

 

輪 
 

 

車

海  外 1,291 208,089 1,219 242,443 △ 71 34,354

  欧 州 43 30,561 49 45,282 6 14,720

  北 米 51 37,753 45 42,299 △ 6 4,545

  アジア 1,093 102,369 1,016 111,555 △ 77 9,185

  その他 103 37,403 108 43,306 5 5,902

計 1,363 230,290 1,293 266,602 △ 70 36,312

国  内 817 999,979 824 1,089,048 6 89,069

四 
 
 

輪 
 
 

車

海  外 1,768 1,297,834 1,773 1,526,615 5 228,781

  欧 州 210 245,740 211 337,168 1 91,427

  北 米 22 45,186 0 8,315 △ 21 △ 36,871

  アジア 1,420 880,394 1,445 1,037,175 25 156,780

  その他 115 126,513 115 143,956 0 17,443

計 2,586 2,297,814 2,597 2,615,664 11 317,850

国  内 － 18,767 － 19,524 － 756

特 
 
 

機 
 
 

等

海  外 － 31,444 － 36,522 － 5,077

  欧 州 － 10,222 － 12,264 － 2,041

  北 米 － 12,612 － 14,275 － 1,663

  アジア － 2,634 － 3,304 － 669

  その他 － 5,974 － 6,678 － 704

計 － 50,212 － 56,046 － 5,834

国  内 

  

1,040,948

  

1,132,732

  

91,783

合 
 

 
 

 
 

 

計

海  外 1,537,368 1,805,581 268,212

  欧 州 286,524 394,714 108,189

  北 米 95,552 64,890 △ 30,662

  アジア 985,399 1,152,034 166,635

  その他 169,891 193,941 24,049

計  2,578,317  2,938,314  359,996

(注)外部顧客の所在地を基礎として区分しています。 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

(単位：百万円)

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

特別償却準備金

当期首残高 138,014 144,364 ― 144,364 8,269 344

当期変動額 　 　 　 　 　 　

特別償却準備金の取崩 　 　 　 　 　 △94

固定資産圧縮積立金の

積立
　 　 　 　 　 　

固定資産圧縮積立金の

取崩
　 　 　 　 　 　

別途積立金の積立 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 　 　

当期純利益 　 　 　 　 　 　

自己株式の取得 　 　 　 　 　 　

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
　 　 　 　 　 　

当期変動額合計 ― ― ― ― ― △94

当期末残高 138,014 144,364 ― 144,364 8,269 249

　

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計固定資産

圧縮積立金
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 5,119 360,000 18,610 392,343 △38 674,684

当期変動額 　 　 　 　 　 　

特別償却準備金の取崩 　 　 94 ― 　 ―

固定資産圧縮積立金の

積立
461 　 △461 ― 　 ―

固定資産圧縮積立金の

取崩
△258 　 258 ― 　 ―

別途積立金の積立 　 8,000 △8,000 ― 　 ―

剰余金の配当 　 　 △8,976 △8,976 　 △8,976

当期純利益 　 　 36,405 36,405 　 36,405

自己株式の取得 　 　 　 　 △5 △5

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
　 　 　 　 　 　

当期変動額合計 203 8,000 19,318 27,428 △5 27,423

当期末残高 5,323 368,000 37,929 419,772 △44 702,107
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(単位：百万円)

　

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

評価・換算

差額等合計

当期首残高 29,287 △679 28,608 ― 703,292

当期変動額 　 　 　 　 　

特別償却準備金の取崩 　 　 　 　 ―

固定資産圧縮積立金の

積立
　 　 　 　 ―

固定資産圧縮積立金の

取崩
　 　 　 　 ―

別途積立金の積立 　 　 　 　 ―

剰余金の配当 　 　 　 　 △8,976

当期純利益 　 　 　 　 36,405

自己株式の取得 　 　 　 　 △5

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
27,670 2,881 30,552 84 30,637

当期変動額合計 27,670 2,881 30,552 84 58,060

当期末残高 56,958 2,202 59,160 84 761,353
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当事業年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

(単位：百万円)

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

特別償却準備金

当期首残高 138,014 144,364 ― 144,364 8,269 249

当期変動額 　 　 　 　 　 　

特別償却準備金の積立 　 　 　 　 　 20

特別償却準備金の取崩 　 　 　 　 　 △151

固定資産圧縮積立金の

積立
　 　 　 　 　 　

固定資産圧縮積立金の

取崩
　 　 　 　 　 　

別途積立金の積立 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 　 　

当期純利益 　 　 　 　 　 　

自己株式の取得 　 　 　 　 　 　

自己株式の処分 　 　 △13 △13 　 　

自己株式処分差損の

振替
　 　 13 13 　 　

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
　 　 　 　 　 　

当期変動額合計 ― ― ― ― ― △130

当期末残高 138,014 144,364 ― 144,364 8,269 119

　

　

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計固定資産

圧縮積立金
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 5,323 368,000 37,929 419,772 △44 702,107

当期変動額 　 　 　 　 　 　

特別償却準備金の積立 　 　 △20 ― 　 ―

特別償却準備金の取崩 　 　 151 ― 　 ―

固定資産圧縮積立金の

積立
487 　 △487 ― 　 ―

固定資産圧縮積立金の

取崩
△182 　 182 ― 　 ―

別途積立金の積立 　 24,000 △24,000 ― 　 ―

剰余金の配当 　 　 △11,220 △11,220 　 △11,220

当期純利益 　 　 67,219 67,219 　 67,219

自己株式の取得 　 　 　 　 △5 △5

自己株式の処分 　 　 　 　 35 21

自己株式処分差損の

振替
　 　 △13 △13 　 ―

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
　 　 　 　 　 　

当期変動額合計 304 24,000 31,811 55,985 29 56,014

当期末残高 5,627 392,000 69,740 475,757 △14 758,122
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(単位：百万円)

　

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

評価・換算

差額等合計

当期首残高 56,958 2,202 59,160 84 761,353

当期変動額 　 　 　 　 　

特別償却準備金の積立 　 　 　 　 ―

特別償却準備金の取崩 　 　 　 　 ―

固定資産圧縮積立金の

積立
　 　 　 　 ―

固定資産圧縮積立金の

取崩
　 　 　 　 ―

別途積立金の積立 　 　 　 　 ―

剰余金の配当 　 　 　 　 △11,220

当期純利益 　 　 　 　 67,219

自己株式の取得 　 　 　 　 △5

自己株式の処分 　 　 　 　 21

自己株式処分差損の

振替
　 　 　 　 ―

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
44,121 △2,349 41,772 83 41,856

当期変動額合計 44,121 △2,349 41,772 83 97,871

当期末残高 101,079 △146 100,933 168 859,224
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（単独売上高の内訳） 

(単位 : 数量 千台、金額 百万円) 

前期 

(24.4.1～25.3.31)

当期 

(25.4.1～26.3.31) 
比較増減 

数量 金額 数量 金額 数量 金額 

二 

輪 

車 

国 内 73 12,489 72 13,810 △0 1,321

輸   出 113 81,285 123 98,948 9 17,663

(うち海外生産用部品) － (10,990) － (9,630) － (△1,359)

計 187 93,775 196 112,759 9 18,984

四 

輪 

車 

国 

内 

軽 自 動 車 763 703,301 760 725,469 △2 22,168

小型・普通車 97 119,407 88 109,826 △8 △9,580

計 860 822,708 849 835,296 △11 12,587

輸   出 186 358,140 152 397,165 △33 39,024

(うち海外生産用部品) － (159,444) － (189,517) － (30,072)

計 1,046 1,180,849 1,002 1,232,461 △44 51,612

特 機 － 30,673 － 30,974 － 300

部 品 等 － 117,297 － 122,658 － 5,360

合
計 

国 内 911,494 929,918 18,424

輸 出 511,101 568,934 57,833

計 1,422,595 1,498,853 76,257


